
(1)  刑法犯認知件数の推移

(2)　刑法犯罪種別（前年比）

　 (3)　窃盗犯の内訳（令和元年）
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大分県の犯罪概況 大 分 県 警 察 本 部

 １　刑法犯の状況
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● 大分県の刑法犯認知件数は、平成10年から平成15年にかけて増加し、平成15年には1万7,362件に達しまし
たが、平成16年から減少に転じ、令和元年は3,018件と、ピーク時の5分の１以下にまで減少しています。

● 令和元年の大分県の犯罪率(一定人口に占める刑法犯の発生件数)は、全国で４番目に少ない結果でした。
（１位：秋田県、２位：岩手県、３位：長崎県、４位:大分県、５位：青森県）

※「刑法犯」とは、道路上の交通事故に係る危険運転致死傷罪、業務上（重）過失致死傷罪及び自転車運転過失致死傷罪を除いた「刑法」
に規定する罪並びに「爆発物取締罰則」等、13の法律に規定する罪をいう。

※「認知件数」とは、警察において発生を認知した事件の数をいう。
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【窃盗犯の内訳】
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(4)　被害時の施錠状況（令和元年）

(5)　市町村別犯罪率（令和元年）

(1) 声掛け事案の推移

(2) 声掛け対象者の性別

(3) 声掛け対象者の年代･性別(令和元年：433件中）

 2　自主防犯パトロール隊の推移（団体数）

　3  子供・女性に対する声掛け事案の認知件数
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※ 「犯罪率」＝人口10万人あたりに占める刑法犯の発生件数。
（平成31年1月１日時点の住民基本台帳の人口から算出した推計値）
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● 大分県の施錠率は、全国平均よりも低い（被害発生時に施錠をしていない場合が多い）状況です。
わずかな時間の外出、買い物などで車両を離れる際にも、必ず施錠をしてください。

● 県民の防犯意識が高まり、施錠率が向上すれば、更なる犯罪抑止が期待できます。
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※ 防犯パトロール隊の増加とともに犯罪も減少しています。

※  声かけ事案件数は増加していますが、一概に
件数増加＝治安悪化というものでもではありま
せん。事件に至らない小さい段階のうちに対応
をすることで、大きな事件に発展する前段での
被害防止が図れます。積極的に通報を！
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(1)　被害件数・被害額の推移

(2)　特殊詐欺被害者の状況（令和元年：118件中）

(3)　特殊詐欺の手口別（令和元年:118件中）

(4)　手口別の被害年齢割合（令和元年:118件中）

 4　特殊詐欺の現状（令和元年）
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● 令和元年から、キャッシュカード等を準備させた上で、隙を見るなどし、同キャッ
シュカード等を窃取するキャッシュカード詐欺盗も特殊詐欺に含めています。

● 令和元年の特殊詐欺被害者の年齢別では、65歳以上の高齢者世代が半数を占め、前年
より高齢者世代の被害が増加しています。

● 手口別では、高齢者は「オレオレ詐欺」「架空請求詐欺」「キャッシュカード詐欺
盗」、高齢者以外の世代は、サイト利用料請求名目等の「架空請求詐欺」での被害が顕
著となっています。

● 令和元年の被害金交付方法では、電子マネーを購入させ、ＩＤ番号を送付させる手口

が全体の約44％を占め、次に「振込み」「手交」が、それぞれ約19％となっています。
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● 大分県警察では、特殊詐欺の被害実態を知っていただくため、平成24年から被害届の受理件数と、被害届
の提出がなされていないものの実際には被害が発生している「相談既遂」件数も併せて公表しています。

また、令和元年より、キャッシュカード詐欺盗も件数に含めています。
● 令和元年の特殊詐欺の被害件数は118件、被害額は2億1,767万円でした。
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ＡＴＭ振込を含む。
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 5　特殊詐欺被害防止対策のポイント

(1)　犯人と話をしない対策

(2)　犯人から騙されない対策

(3)　騙されても犯人にお金を渡さない対策

現在、家電量販店には、振り込め詐欺の被害防止に有効な、「電話機」や、電話に取り付けるタイプの
「被害防止機器」が１万円程度から販売されています。

機能的には、電話が繋がる前に、「この電話は振り込め詐欺被害防止のため、通話が全て録音されま

す。」とアナウンスされ、実際に会話を録音して犯人を牽制する装置や、「犯人が犯行に使用した電話番号

を着信拒否する」ものなど様々ですが、これらの機器の設置は、被害防止対策上、非常に有効です。

が全体の約44％を占め、次に「振込み」「手交」が、それぞれ約19％となっています。

特殊詐欺の犯人は、詐欺師ですので、騙しのプロです。
そもそも犯人と話をしないで済むよう、予め犯人と話をしないような環境を構築しましょう。

対策① 「迷惑電話防止機能付電話機」などの被害防止機器の設

被害防止機器の設置ができない方は、「ナンバーディスプレイサービス（月額400円程度）」を利用し、
「番号非通知からの電話」や「知らない電話番号からの電話に出ない」ようにする方法があります。
また、ナンバーディスプレイサービス登録をしていなくても、「常に留守番電話」にしておき、必要な場合だ
け、電話に出たり、かけ直したりするだけでも、かなり効果があります。
なお、これまでに詐欺の電話が何度も掛かってきているお宅では、電話番号を変えて、新しい番号を親し
い人だけに伝え、電話帳には登録しない方法もあります。（市役所等からの大切な連絡は、基本的に郵送
で送られて来ますので、犯人に知れ渡っている電話番号を今後も使い続けるより、思い切って新しい番号
への変更を検討してみてください。）

対策② 「ナンバーディスプレイサービス」や「留守番電話」機能の活用

現在、警察では、特殊詐欺被害が発生した際には、できるだけ新聞やテレビで注意喚起をしてもらうた
め、積極的に広報し、これを受けて、メディアも、現在、多数報道を行ってくれています。

これらの情報に興味を持ち、自分のところに犯人から電話があった際の対策を考えておきましょう。
また、県警でも「大分県警察電子メール情報配信システム（まもめーる・まもめーるアプリ）」で、注意喚

起を行っていますので、日頃から、これらの情報に触れ、抵抗力を身につけておきましょう。

対策① 常に「最新の情報」を入手して抵抗力を高める

特殊詐欺の被害を受けた方に質問すると、多くの方が「『オレオレ詐欺』や『還付金詐欺』のことは知って
いますが、知っていながらも『オレオレ詐欺』や『還付金詐欺』の被害に遭われているのが実状です。
その理由としては、日常生活をする上で、「まさか自分に電話がかかるとは思ってもなかった」ため、実

際に犯人から電話を受けた際、冷静に対応ができず、お金を渡した後になって我に返り、「さっきのは、も
しかすると詐欺だったのでは・・・・」と気づく方が多いからです。

このようなことにならないよう、何時、犯人から電話が掛かってきても、冷静な対応ができるよう、日頃か

ら家族や知人と合言葉を決めるなどの具体的な対策を検討しておきましょう。

対策② 犯人から電話が掛かった際の対応を検討しておく

現在、県内の各金融機関では、高齢者を特殊詐欺被害から守るため「預貯金小切手を活用した特殊詐
欺被害防止対策」を実施しており、金融機関の窓口で、高齢者が高額な現金の引出しや、振込を行う際、
窓口職員がお金の使い道などを聞き取り、被害に遭わないためのアドバイスを行っています。
この対策で、昨年、総額約3,034万円もの被害発生を未然に防いでいます。
本年4月には「大分県特殊詐欺等被害防止条例」が施行され、金融機関やコンビニの方は、詐欺の被害
者に遭うかもしれない人がいれば、声かけや警察へ通報することとなりましたので、ご協力をお願いします。
また、高齢者が、高額の引出しや振込をする際は、ＡＴＭは利用せず「必ず金融機関の窓口を利用する」
だけでも、かなりの抑止効果が期待できます。（金融機関やコンビニの方は、高齢者の味方です。）
なお、還付金詐欺の対策として、予め「ＡＴＭからの引出し限度額を1日10万円～20万円以下」に設定し
ておくだけで、仮に被害を受けても大きな被害にならずに済みますので、一度検討してみてください。

対策① 大きな支払い等は、ＡＴＭではなく金融機関の窓口を利用する


